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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

個人所属アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＫ１３型ＪＡ２２６８（滑空機、複 

座）は、平成８年６月１日、体験搭乗飛行のため、美瑛滑空場をウインチ曳航により 

発航し、着陸する際、１０時４７分ごろ、滑走路手前に墜落して大破した。

同機には、機長ほか同乗者１名計２名が搭乗していたが、機長が死亡、同乗者が重 

傷を負った。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　調査組織

航空事故調査委員会は、平成８年６月１日、本事故の調査を担当する主管調査官 

ほか、１名の調査官を指名した。

1.2.2　調査の実施時期

平成８年６月１日～２日 現場調査

平成８年９月１８日～１９日 同乗者からの口述調査



２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ２２６８は、美瑛航空協会で使用されており、平成８年６月１日、美瑛滑空場 

において、同航空協会の会員（以下「会員」という。）による訓練飛行及び体験搭乗 

飛行を予定していた。

１回目にテスト・フライトが行われ、２回目、３回目は、会員による訓練飛行が行 

われた。

その後、事故に至るまでの経過は、複数の会員によれば次のとおりであった。

４回目の飛行前に、同機は機長により飛行前点検を受けたが、機体に異常は認 

められなかった。また、会員から同乗者に対し、体験搭乗を行うにあたっての注 

意事項の説明が行われた。

４回目の飛行は、機長が前席、同乗者が後席に乗り、１０時４３分ごろ、滑走 

路Ｂのピスト横からウインチ曳航により、西北西に向かって発航した。

ダウンウインド・レグ付近において、機長から、ＶＨＦ通信機により、ピスト 

に対し、オーバーヘッド・アプローチを行うと伝えてきた。

このときの風向は北西、風速は２～３ｍで、視程は良好であった。

着陸地点上空で１回目の左旋回を開始した時の高度は、背景の山の稜線との位 

置関係から、普段見ているよりもやや低く、１００ｍ位であった。

２回目の旋回は、高度６０ｍ位で、機体姿勢はバンクがあまり取られておらず、 

横滑りしているような不自然な旋回であった。

旋回の途中で左主翼がガクッと下がり、急に機首を下げ左に旋回し、格納庫の 

向こう側に見えなくなった。

機体は左に傾き、機首を下げた姿勢で地面に激突していた。

同乗者によれば、グライダーに乗るのは初めてであったが、飛行中、特に不安なこ 

とはなく、気がついたら墜落していたとのことであった。

事故発生地点は、美瑛滑空場の滑走路Ｂ３０の末端から南東側約５０ｍで、事故発 

生時刻は、１０時４７分ごろであった。

（付図１、２及び写真参照）

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

機長が死亡し、同乗者１名が重傷を負った。

２．３　航空機の損壊に関する情報

2.3.1　損壊の程度



大破

2.3.2　航空機各部の損壊の状況

胴体 破損及び変形

左主翼 破断

右主翼 屈曲及び変形

２．４　航空機以外の物件の損壊に関する情報 

なし

２．５　乗組員に関する情報

機長 男性 ２５歳

自家用操縦士技能証明書（滑空機） 第１４０３８号

限定事項 上級滑空機 昭和６３年１１月１４日

第２種航空身体検査証明書 第２７８３０６２４号

有効期限 平成９年４月１７日

総飛行時間及び総発航回数 上級滑空機 １１６時間４９分、７６１回

動力滑空機 ５時間５５分、１９回

最近３０日間の飛行時間及び発航回数 ２１分、 ４回

同型式機による飛行時間 ８７時間５３分

最近３０日間の飛行時間及び発航回数 ２１分、 ４回

２．６　航空機に関する情報

2.6.1　航空機

型 式 アレキサンダー・シュライハー式ＡＳＫ１３型

製造番号 １３５４７

製造年月日 １９７６年７月８日

耐空証明書 第９６－２４－０６号

有効期限 平成９年５月２日

総飛行時間 ２，０９６時間４７分

定期点検（平成8年3月20日実施）後の飛行時間 １２時間１３分

2.6.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は約４３４kg、重心位置は左ウイングNo．３リブより約 

２２５mmと推算され、いずれも許容範囲（最大重量４８０kg、事故当時の重量に対



応する重心範囲７０～２４６mm）内にあったものと推定される。

２．７　気象に関する情報

2.7.1　事故現場の北西約１８kmに位置する旭川空港の事故関連時間帯の航空気象観 

測値は、次のとおりであった。

10時00分 天気 晴れ、風向 ３００°、風速 ６kt、視程 ５０km、 

雲 １／１０ 積雲 ３，５００ft、８／１０ 上層雲、 

気温 １３℃、気圧 １，０１３hPa

11時00分 天気 曇り、風向 ＶＲＢ、風速 ４kt、視程 ５０km、 

雲 １／１０ 積雲 ３，５００ft、９／１０ 上層雲、 

気温 １５℃、気圧 １，０１２hPa

2.7.2　美瑛滑空場における観測値は、次のとおりであった。

09時ごろ 天気 晴れ、風向 北西、風速 ３m/s、 気温 １３．３℃

２．８　事実を認定するための試験及び研究

2.8.1　事故現場の状況

機体は、機首を北東に向け、前のめりになった状態で墜落していた。

墜落地点の草地には、左主翼の前縁が地面にぶつかった直線状の痕跡があったが、 

機体の進行方向に地面を滑ったような形跡は認められなかった。

また、墜落地点の西側約４ｍに置かれていたトレーラーの上部に、機体の塗装に 

使用されている黄色のペイントが付着しており、左主翼下面には、トレーラーに接 

触した際に生じたものと認められる擦り傷があった。

トレーラー上部の黄色のペイントが付着していた箇所から、左主翼がぶつかった 

地面の痕跡への傾斜角は、約３５°であった。

（付図２参照）

2.8.2　機体の損傷状況

(1)　胴体部分は、操縦席が前方から圧縮されたようにつぶれており、主翼後方 

から少し左に折れ、やや右にねじれていた。

(2)　左主翼は、スポイラーから先が破断していた。前縁は、押しつぶされたよ 

うに損傷していた。

(3)　右主翼は、スポイラーから先の部分が前方に折れていたが、主翼前縁の損 

傷はなかった。左右の主翼にあるスポイラーは、展開状態であった。

(4)　尾翼部分の損傷はなかった。（写真参照）



３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有してい 

た。

3.1.2　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が行われていた。

3.1.3　調査の結果、同機は事故発生まで異常はなかったものと推定される。

3.1.4　地面に滑走痕が無いことから、同機の墜落時の前進速度は、少なかったもの 

と推定され、墜落時の径路角は約３５°で、深い機首下げ、やや左バンクの状態で 

あったものと推定される。

3.1.5　墜落時の飛行状態及び機体姿勢から、同機は、着陸進入のため左降下旋回中、 

左主翼から失速し、スピンに入った直後、左主翼と機首から地面に激突したものと 

推定される。

3.1.6　同機は、着陸予定地点の上空約１００ｍの高度から着陸進入のための旋回を 

開始し、２回目の旋回に入った段階で着陸進入するための高度の余裕が無くなり、 

機長は、旋回中の高度低下を少なくしようとして、バンク角を減じて旋回を維持し 

つつ、機首上げ方向の操作を行った可能性が考えられる。その結果、速度が低下し、 

旋回中の内側主翼が失速したものと推定される。

3.1.7　着陸進入に際し、着陸予定地点の上空約１００ｍの高度から２回旋回して着 

陸しようとしてとった機長のコース設定は、高度の余裕がなく、適切ではなかった 

ものと認められる。

４　原因

本事故は、機長がとった着陸進入時のコース設定が適切でなかったため、高度処理 

が困難となり、旋回中に失速して墜落したものと推定される。
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付図３　アレキサンダー・シュライハー式

ＡＳＫ１３型　三面図



写真１　事故機（移動後）

写真２　機首部


